
チェック項目 はい いいえ

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切

である
〇

2 職員の配置数は適切である 〇

3

生活空間は、心地良く過ごせる環境になっている。ま

た、障がいの特性に応じ、事業所の設備等は、バリ

アフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされて

いる

〇

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっ

ている。また、子ども達の活動に合わせた空間となっ

ている

〇

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している
〇

6

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている

〇

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の結果を

踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、その結果に

よる支援の質の評価及び改善の内容を、事業所の会報や

ホームページ等で公開している

〇

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている
〇

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している
〇

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、支援計画を作成し

ている

〇

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化され

たアセスメントツールを使用している
〇

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児

童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援（本人支援

及び移行支援）」、「家族支援」、「地域支援」で示す支援

内容から子どもの支援に必要な項目が適切に選択され、そ

の上で、具体的な支援内容が設定されている

〇

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている 〇

14 活動プログラムの立案をチームで行っている 〇

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 〇

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している
〇

適

切

な

支

援

の

提

供

モニタリング時には必ずアンケート調査を行い、同時に聞き

取り調査も行って毎回の指導の指標にしている

感覚-運動アセスメントシートJSI-3Dを改良した評価尺度を

利用している

またチットチャット・スポーツ塾独自のタイプ分けシステムも採

用しており指導の共有化、効率化を図っている

指導前には必ず支援計画や指導記録等資料を確認し、目

標に沿ったプログラムを提供している

指導前には必ず支援計画や指導記録等資料を確認し、目

標に沿ったプログラムを提供している

全利用者の指導アプローチをスタッフ全員で共有する会話

を毎日行っている

指導者がプログラムを決めず、子ども達の自主性主体性か

らプログラムを提供するサービススタイルので固定化されな

い

保護者へのアンケート調査や聞き取りをもとに個別指導、ペ

ア指導、少人数集団指導の希望にそって指導計画を立案し

ている

毎日全レッスン終了後に清掃を行い清潔を保つようにしてい

る、レッスンに使用する道具等は棚や決められた場所に収

納し、常に動きやすいスペースを確保している

業

務

改

善

全スタッフが同じシステム、同じ意図をもって支援にあたれる

ように日々の店舗ミーティングおよび月一度の合同ミーティ

ングなどで随時意見交換している

保護者向けアンケートを実施し、各項目に対する評価やご

意見から業務改善に対応している

HP、LINE配信、事業所内設置にて公開している

随時、チットチャットのシステムを学ぶための見学者や研修

者が全国から来塾され、また各支店からの研修なども実施

しており第三者の視点で意見や感想をいただき、改善のヒン

トにしている
毎月一回合同ミーティング時に講師を依頼しコミュニケー

ショントレーニングを重ねている

また定期的に外部講師を招き研修を重ねている

公表：令和4年3月1日 事業所名　　チットチャット・スポーツ塾　3号店

改善目標や工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

子ども一人あたり2.47㎡の床面積を確保、更衣室兼カームダ

ウンのスペースも設けている

児童指導員を常時3人以上、指導スタッフとして配置してい

る

子どもが安心して過ごせるよう遊具等を整備し、心地良く過

ごせる環境を作っている

建物内にエレベーターを完備、玄関扉やトイレ入口に段差が

あるが、スロープマットの設置ができないため、車いすやバ

ギーの方にはスタッフが対応している

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



チェック項目 はい いいえ 改善目標や工夫している点など

17

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認して

いる

〇

18

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共

有している

〇

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている
〇

20
定期的にモニタリングを行い、支援計画の見直しの

必要性を判断している
〇

21

障がい児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画している

〇

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている
〇

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのあ

る子ども等を支援している場合）

地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている

〇

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障がいのあ

る子ども等を支援している場合）

こどもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている

〇

25

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている

〇

26

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学部）と

の間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図って

いる

〇

27

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障がい者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている

〇

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障が

いのない子どもと活動する機会がある
〇

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子育

て会議等へ積極的に参加している
〇

30

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

る

〇

31

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に

対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）の支援を行っている

〇

障がいのない子どもとの交流はあまり設けていない、しかし

障がいのある子の運動・スポーツに関する指導方法を啓発

するための書籍の出版、指導者養成講座の開催、見学・研

修の受け入れなどの交流活動は実施している、また他店舗

合同のイベント（野球レッスン）を開催し交流を図っている

大阪市中央区の地域自立支援協議会児童部会には定期的

に参加している

送迎を担っていただき、かつ指導場面に同席されている保護

者の方とは毎回の利用の際に充実した意見交換を行ってい

る

運動・スポーツに関する相談だけではなく、運動・スポーツを

利用した子どもさんの成長に役立つ情報は頻繁にお伝えし

ている

毎回指導記録を記入し、スタッフ全員が供覧できるようクラ

ウド化している

6ヶ月に一度、アンケート調査ならびに聞き取り調査など保護

者との会話の時間をつくっている

また必ず保護者が指導現場に同席されるので、毎回の利用

で意見交換をしている

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

可能な限り児童発達支援管理責任者が参加している

支援関係団体と連携を取って情報のやり取りをしている

現在、医療的ケアの必要な児童の利用はないが、必要に応

じて関係機関との連携をとる体制は整えている

現在、医療的ケアの必要な児童の利用はないが、必要に応

じて関係機関との連携をとる体制は整えている

同席される保護者様から随時情報提供していただいている

また所属されている施設からの見学も多数あり、支援の理解

を共有している

同席される保護者様から随時情報提供していただいている

また所属されていた施設からの見学も多数あり、支援の理解

を共有している

大阪市内の発達障害児をサポートする団体が集まる『ホット

メールなにわ』の会合に定期的に参加し、情報収集をしてい

る

また支援センター主催の研修会にも随時参加している

適

切

な

支

援

の

提

供

必ずその日の利用する子ども達の指導担当を割り振り、リー

ドとサブなどの役割分担を確認している

毎日必ず終業後に指導スタッフそれぞれが感想、気付き、問

題点などについて申し送りをし共有化している



チェック項目 はい いいえ 改善目標や工夫している点など

32
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁

寧な説明を行っている
〇

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「支援計画」を示しながら支援内容の説

明を行い、保護者から児童発達支援計画の同意を

得ている

〇

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する

相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている
〇

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している
〇

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応

の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知

し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対

応している

〇

37

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して

いる

〇

38 個人情報の取扱いに十分注意している 〇

39
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達のための配慮をしている
〇

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている
〇

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知する

とともに、発生を想定した訓練を実施している

〇

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている
〇

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこども

の状況を確認している
〇

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされている
〇

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る
〇

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている
〇

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十

分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記

載している

〇

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。

毎月1回の通信誌の発行ならびにHP、LINE、フェイスブックに

よる情報発信をしている

必ず施錠できるロッカーに保管している

毎回の利用時に必ず保護者との直接会話の時間をつくって

いる

子育てや障害児のスポーツ指導法に関する講習会、研修会

を図児実施し誰もが参加受講できる催しを開催している

非

常

時

等

の

対

応

ファイリングし、いつでも閲覧できるよう訓練指導室に配置し

ている

半年に一回避難訓練を実施し、救命救急のための訓練を定

期的におこなっている

契約時や6ヶ月に一回のモニタリング時、毎利用時の保護者

との会話の際に身体状況や服薬等の確認を行っている

おやつ、食事の提供は行っていない

ファイリングし、すべてのスタッフがいつでも閲覧できるように

している

必ず虐待に関する研修会にスタッフを参加させ、合同ミー

ティングで全スタッフに伝える時間を設けている

同伴する保護者がいるので、身体拘束が必要な利用者はい

ない

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

毎回の契約時に適切に説明し理解を得られるようにしている

モニタリングの際得られた情報よりモニタリング報告書を作

成し、それに基づいて支援計画書を作成していることを説明

し、保護者様に計画書の内容を確認していただいた上で同

意を得ている

経験豊富な障がい児スポーツ指導員、元支援学校教員、保

育士、児童指導員を中心に随時相談や適切な助言を行って

いる

定期的に子育てに役立つ講演会などを外部講師に依頼し保

護者の方へ紹介、参加を促している

児童発達支援管理責任者を中心に、相談および申し入れに

対しては即時対応するように徹底している



チェック項目 はい いいえ

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切

である
〇

2 職員の配置数は適切である 〇

3
事業所の設備等について、バリアフリー化の配慮が

適切になされている
〇

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している
〇

5
保護者等向け評価表を活用する等によりアンケート調査

を実施して保護者等の意向等を把握し、業務改善につな

げている

〇

6
この自己評価の結果を、事業所の会報やホーム

ページ等で公開している
〇

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている
〇

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している
〇

9

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサー

ビス計画を作成している

〇

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、支援計画を作成し

ている

〇

11 活動プログラムの立案をチームで行っている 〇

12 活動プログラムが固定化しないよう工夫している 〇

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題を決め細やか

に設定して支援している
〇

14

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて放課後等デイサービス計画を作成し

ている

〇

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内容や役割分担について確認して

いる

〇

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共

有している

〇

適

切

な

支

援

の

提

供

モニタリング時には必ずアンケート調査を行い、同時

に聞き取り調査も行って毎回の指導の指標にしている

感覚-運動アセスメントシートJSI-3Dを改良した評価

尺度を利用している

またチットチャット・スポーツ塾独自のタイプ分けシス

テムも採用しており指導の共有化、効率化を図ってい

全利用者の指導アプローチをスタッフ全員で共有す

る会話を毎日行っている

指導者がプログラムを決めず、子ども達の自主性主

体性からプログラムを提供するサービススタイルので

固定化されない

平日、休日、長期休暇で特に課題の変更はしていな

い

保護者へのアンケート調査や聞き取りをもとに個別指

導、ペア指導、少人数集団指導の希望にそって指導

計画を立案している

必ずその日の利用する子ども達の指導担当を割り振

り、リードとサブなどの役割分担を確認している

毎日必ず終業後に指導スタッフそれぞれが感想、気

付き、問題点などについて申し送りをし共有化してい

る

業

務

改

善

全スタッフが同じシステム、同じ意図をもって支援に

あたれるように日々の店舗ミーティングおよび月一度

の合同ミーティングなどで随時意見交換している

保護者向けアンケートを実施し、各項目に対する評

価やご意見から業務改善に対応している

HP、LINE配信、事業所内設置にて公開している

随時、チットチャットのシステムを学ぶための見学者

や研修者が全国から来塾され、また各支店からの研

修なども実施しており第三者の視点で意見や感想を

いただき、改善のヒントにしている
毎月一回合同ミーティング時に講師を依頼しコミュニ

ケーショントレーニングを重ねている

また定期的に外部講師を招き研修を重ねている

公表：令和4年3月1日 事業所名　　チットチャット・スポーツ塾　3号店

改善目標や工夫している点など

環

境

・

体

制

整

備

子ども一人あたり2.47㎡の床面積を確保、更衣室兼

カームダウンのスペースも設けている

児童指導員を常時3人以上、指導スタッフとして配置

している

子どもが安心して過ごせるよう遊具等を整備し、心地

良く過ごせる環境を作っている

建物内にエレベーターを完備、玄関扉やトイレ入口に

段差があるが、スロープマットの設置ができないた

め、車いすやバギーの方にはスタッフが対応している

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



チェック項目 はい いいえ 改善目標や工夫している点など

17
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている
〇

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ

ス計画の見直しの必要性を判断している
〇

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせて

支援を行っている
〇

20

障がい児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参

画している

〇

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、

子どもの登下校の確認等）、連絡調整（送迎時の対

応、トラブル発生時の連絡）を適切に行っている

〇

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、子

どもの主治医等と連絡体制を整えている
〇

23

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども

園、児童発達支援事業所等との間で情報共有と相

互理解に努めている

〇

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障

がい者福祉サービス事業所等へ移行支援する場

合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いる

〇

25

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障がい者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている

〇

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいのな

い子どもと活動する機会がある
〇

27 （地域自立支援）協議会等へ積極的に参加している 〇

28

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解を持ってい

る

〇

29

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に

対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング

等）の支援を行っている

〇

大阪市中央区の地域自立支援協議会児童部会には

定期的に参加している

送迎を担っていただき、かつ指導場面に同席されてい

る保護者の方とは毎回の利用の際に充実した意見交

換を行っている

運動・スポーツに関する相談だけではなく、運動・ス

ポーツを利用した子どもさんの成長に役立つ情報は

頻繁にお伝えしている

6ヶ月に一度、アンケート調査ならびに聞き取り調査な

ど保護者との会話の時間をつくっている

また必ず保護者が指導現場に同席されるので、毎回

の利用で意見交換をしている

運動・スポーツ指導を利用し運動機能の改善にとど

まらず、コミュニケーションスキルやソーシャルスキル

の獲得、向上にも力を入れている

またそのノウハウを同席していただいている保護者の

方らと共有することに力を入れている

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

可能な限り児童発達支援管理責任者が参加している

同席される保護者様から随時情報提供していただい

ている

また所属されていた施設からの見学も多数あり、支援

の理解を共有している

現在、医療的ケアの必要な児童の利用はないが、必

要に応じて関係機関との連携をとる体制は整えてい

る

同席される保護者様から随時情報提供していただい

ている

また所属されていた施設からの見学も多数あり、支援

の理解を共有している

利用に際しての全指導記録が保管されているので、

要望があればいつでも提供できる

大阪市内の発達障害児をサポートする団体が集まる

『ホットメールなにわ』の会合に定期的に参加し、情報

収集をしている

また支援センター主催の研修会にも随時参加してい

障がいのない子どもとの交流はあまり設けていない、

しかし障がいのある子の運動・スポーツに関する指

導方法を啓発するための書籍の出版、指導者養成

講座の開催、見学・研修の受け入れなどの交流活動

は実施している、また他店舗合同のイベント（野球レッ

スン）を開催し交流を図っている

適

切

な

支

援

の

提

供

毎回指導記録を記入し、スタッフ全員が供覧できるよ

うクラウド化している



チェック項目 はい いいえ 改善目標や工夫している点など

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等について丁

寧な説明を行っている
〇

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切

に応じ、必要な助言と支援を行っている
〇

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している
〇

33

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を

整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情が

あった場合に迅速かつ適切に対応している

〇

34

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信して

いる

〇

35 個人情報の取扱いに十分注意している 〇

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達のための配慮をしている
〇

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている
〇

38

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知して

いる

〇

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている
〇

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている
〇

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかにつ

いて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十

分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス

計画に記載している

〇

42
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示

書に基づく対応がされている
〇

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る
〇

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。

毎回の利用時に必ず保護者との直接会話の時間を

つくっている

子育てや障害児のスポーツ指導法に関する講習会、

研修会を図児実施し誰もが参加受講できる催しを開

催している

非

常

時

等

の

対

応

ファイリングし、いつでも閲覧できるよう訓練指導室に

配置している

半年に一回避難訓練を実施し、救命救急のための訓

練を定期的におこなっている

必ず虐待に関する研修会にスタッフを参加させ、合同

ミーティングで全スタッフに伝える時間を設けている

同伴する保護者がいるので、身体拘束が必要な利用

者はいない

おやつ、食事の提供は行っていない

ファイリングし、すべてのスタッフがいつでも閲覧でき

るようにしている

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等

毎回の契約時に適切に説明し理解を得られるように

している

経験豊富な障がい児スポーツ指導員、元支援学校教

員、保育士、児童指導員を中心に随時相談や適切な

助言を行っている

定期的に子育てに役立つ講演会などを外部講師に依

頼し保護者の方へ紹介、参加を促している

児童発達支援管理責任者を中心に、相談および申し

入れに対しては即時対応するように徹底している

毎月1回の通信誌の発行ならびにHP、LINE、フェイス

ブックによる情報発信をしている

必ず施錠できるロッカーに保管している



Ｒ3年度

配布：　50名　　回収：　43名　　回収率：86％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 無回答 ご意見 ご意見に対する回答

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ

れているか
88.4% 11.6% 0.0% 0.0%

・とても広くて、のびのびと活動出来ます。

・地域的に広さは難しいと思うので、今でも十分ですが、2人で別々

に利用する場合は少し手狭に感じます。

・楽しく通わせていただいています。

・教室に子ども2人で活動する場合、1/2の広さで一人ずつの対応

となるので、教室1人部屋を使用するような球技等ができません。

活動内容や人数に応じて安全に活動できるよう配

慮しながら、現状のスペースで可能な最大限のプ

ログラムを工夫して、提供していきます。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 97.7% 2.3% 0.0% 0.0%

・職員の配置人数は適切であると思う。先生との相性もあるが、子

どもの特徴を理解した声掛けや接し方をしてくださるので、ありが

たいです。先生との相性もありますが、頭や心の両方へアプロー

チできる運動、耐久力や思考力も年齢が上がるにつれて、さらに

必要となってくるため、取り入れていただけると幸いです。

・すごく親しみやすいとパパから聞いています。

職場内研修や外部の研修に参加するなど、職員

の知識技術の向上に努めます。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリ

アフリー化の配慮が適切になされているか
67.4% 30.2% 2.3% 0.0%

・必要ではないので、あまり意識していませんでした。

・バリアフリー化を意識したことがありません。

・そこまでしっかりと見たことがありませんでした。

・トイレに未就学児用の補助便座があると助かります。

・入居ビルがバリアフリー化されていないです。

スロープや手すりなどの設置は予定しておりませ

んが、利用者様のニーズに合わせて、スタッフに

よる対応・検討をしていきます。

4

子どもと保護者のニーズや課題が客観的

に分析された上で、児童発達支援計画が

作成されているか

97.7% 2.3% 0.0% 0.0%

・個別支援計画書については、核をついていると思います。課題

や取り組んでほしい内容について話をする時間がないため、フォ

ローに入られる方が聞き取りを行い、次回のレッスンに反映する

などがあれば、さらに子どもの成長に繋がると感じます。

モニタリングや日々の会話から利用者様のご意見

ご意向を踏まえ、一人ひとりに応じた計画を作成

しております。

補足できる部分を職員間で話し合い、反映できる

ように努力してまいります。

5
活動プログラムが固定化しないよう工夫さ

れているか
93.0% 4.7% 2.3% 0.0%

・工夫されて取り組んでくださっていると感じます。先生によってば

らつきがあるので内容を周知されれば、なお良いと思います。

・小さい子用に「ブランコ」が導入されたのは良いと思います。

お子様の状況や課題を考慮し、効果的に楽しく学

べるプログラムを提供していきます。

6
事業所が開催するイベントや交流会などに

参加する機会があるか
62.8% 11.6% 25.6% 0.0%

・子どもが小さいので、少しまだ難しいかと思います。

・いろいろ活動してくださっているので、より積極的な声かけがある

と忘れずに参加できるかと思います。参加したいです。

・参加する余裕がないです。

・まだ参加したことがないです。

「ジョギングクラブ」「野球クラブ」「コーチングセミ

ナー」「コーチ養成講座」など、今後も児童のみな

らず保護者の方も参加いただけるニーズに合った

企画を検討し、進めていきます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

チットチャット・スポーツ塾 3号店 事業所評価の集計結果（児童発達支



7
支援の内容、利用者負担等について丁寧

な説明がなされたか
95.3% 2.3% 2.3% 0.0% ・分からないです。

引き続き、丁寧な説明を心掛けて参ります。ご不

明な点がありましたら随時お声かけください。

8

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合

い、子どもの発達の状況や課題について共

通理解ができているか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
・こちらが言いやすいよう配慮してくださっていて、相談にも乗って

いただけて助かります。

限られた時間の中ではありますが、レッスン中や

レッスン後の振り返りの時間、そして指導記録で

情報提供・相互理解ができるよう努めます。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言

等の支援が行われているか
81.4% 16.3% 2.3% 0.0% ・随時相談したら、すぐに対応してくださる。 ご要望がありましたら、随時ご相談ください。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等によ

り保護者同士の連携が支援されているか
37.2% 48.8% 14.0% 0.0%

・年齢も幼く、個別の為、他の保護者との交流がないです。

・行事に参加したことがないため、分かりません。

・コロナなので、保護者が活発に連携を取るのは難しいと思いま

す。

コロナの中で今年度は、保護者のための座談会を

開催できませんでした。今後は方法を検討してい

きます。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体

制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・

説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか

72.1% 27.9% 0.0% 0.0%

・苦情があるのかどうかは知らないです。自分は特にないです。

・苦情をするようなことを思ったことないので、どのような対応をさ

れているのか分からないです。

・不満に思うことがないです。

・苦情なしの為、分からないです。

苦情やご要望に対し速やかで適切に対応できるよ

う、スタッフ間の情報共有や対応マニュアルの再

確認・再構築に取り組んでおります。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮がなされているか
97.7% 2.3% 0.0% 0.0%

引き続き、レッスン後の振り返りの時間を大切に

し、お子様の状況や情報を共有できるよう努めま

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して発

信しているか

97.7% 0.0% 2.3% 0.0%

日々の活動内容や行事、その他お知らせはHPや

LINE、通信誌等にて発信しております。ご覧くださ

い。

14 個人情報に十分注意しているか 97.7% 2.3% 0.0% 0.0%
引き続き、個人情報の取り扱いには細心の注意

を払います。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説

明されているか

67.4% 25.6% 7.0% 0.0% ・感染対策以外は気にしてみていなかったので、知らないです。
各種マニュアルは壁に掛けてあるファイルがござ

います。避難経路は入口ドアに掲示しておりま

す。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか
27.9% 60.5% 11.6% 0.0%

・避難訓練は見たことがないです。

・頻繁に通っているわけではないので、訓練しているかどうかは知

りません。

・避難訓練は経験がないです。

半年に1回避難訓練を行っていますが、その様子

が分かるよう事業所内掲示やHP等にてお知らせ

しております。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・女性指導員の方も男性指導員の方も40分間、子どもが飽きない

ように気を引いたり、いろんな工夫しながらスポーツの楽しさを分

かってもらおうとしてくれていることが分かります。

・毎回とても楽しみにしています。

・行くまではぐずぐずしているが始まると楽しいみたいです。

引き続き、お子様方の課題やニーズを考慮しなが

ら充実した活動になるよう努めます。

保
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18 事業所の支援に満足しているか 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・いつもお世話になり、ありがとうございます！

・土日営業してくれているのは、ありがたい。特に今はコロナで発

達が遅れがちな子どもたちのいけるところは限られていると思い

ます。土日に運動不足を解消できるなんて素晴らしいです。

日々の会話から皆様のご要望を受け取り、双方

納得のいく支援が提供できるよう努めます。

満

足

度

　◆この評価表は、保護者の皆様に「保護者向け支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。

　　　（※頂いたご意見は、文章を一部割愛し掲載させていただきました。ご了承ください。）



配布：　156名　　回収：43　名　　回収率：27．7％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ 無回答 ご意見 ご意見に対する回答

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて

いるか
86.7% 13.3% 0.0% 0.0%

・身体の成長に伴い、少し窮屈さを感じます。

・自宅では出来ない身体の動かし方やボールの運動など、

楽しく活動しています。

・身体が大きくなると、ますます狭く感じるが、問題はありま

せん。

活動内容や人数に応じて安全に活動できるよう配

慮しながら、現状のスペースで可能な最大限のプ

ログラムを提供していきます。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 95.6% 4.4% 0.0% 0.0%

・満足しています。

・活動に合わせて、他に補助が必要な時は手助けしてくれた

り、身体のぎこちなさなども時々お話させてもらっています。

職場内研修や外部の研修に参加するなど、職員の

知識技術の向上に努めてまいります。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置などバリアフ

リー化の配慮が適切になされているか
48.9% 44.4% 6.7% 0.0%

・特に必要がないため、見ていませんでした。

・ビルに入るところはスロープがありますが、教室に入るとき

の車椅子の方は1人では難しいのかなと思います。

・必要がないので、意識していませんでした。

スロープや手すりなどの設置は予定しておりませ

んが、利用者様のニーズに合わせて、スタッフによ

る対応をさせていただければと思います。

4

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画が作

成されているか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・個々に応じた計画書を毎回作っていただいています。

・運動に苦手意識を持っていて、身体にぎこちなさがありまし

たが、少しずつ軽減されてきていて、支援目標が達成されて

いると実感しています。

モニタリングや日々の会話から利用者様のご意見

ご意向を踏まえ、一人ひとりに応じた計画を作成し

ております。

5
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて

いるか
93.3% 6.7% 0.0% 0.0%

・毎回本人の希望に添いつつも違った活動をしていただいて

います。

・満足しています。

お子様の状況や課題を考慮し、効果的に楽しく学

べるプログラムを提供していきます。

6
事業所が開催するイベントや交流会などに参加

する機会があるか
31.1% 33.3% 35.6% 0.0%

・そういった機会があるのか分かりません。

・必要としていません。なくていいです。

・そこまで求めていないので、必要ないと思います。

・今のところは交流はしていないです。

「ジョギングクラブ」「野球クラブ」「コーチングセミ

ナー」「コーチ養成講座」「座談会」など、今後も児

童のみならず保護者の方も参加いただける企画や

ご案内を進めていきます。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
95.6% 4.4% 0.0% 0.0% ・書面にて説明いただきました。

引き続き、丁寧な説明を心掛けて参ります。ご不

明な点がありましたら随時お声かけください。

環

境

・

体

制

整
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援
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8

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子

どもの発達の状況や課題について共通理解が

できているか

93.3% 6.7% 0.0% 0.0%

・最近、どんな様子か聞いていただいています。

・レッスンのフィードバックの際に先生とお話させていただい

ています。

・共に小さな成長を喜んでくださることが嬉しいです。

限られた時間の中ではありますが、レッスン中や

レッスン後の振り返りの時間、そして指導記録で情

報提供・相互理解ができるよう努めてまいります。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言等

の支援が行われているか
82.2% 15.6% 2.2% 0.0%

・面談の場はないが、フィードバックの際には先生とお話さ

せていただいています。

・面談はないが、助言してもらっています。

・個別にそういった面談があるのかは分かりません。

ご要望がありましたら、随時ご相談ください。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されているか
46.7% 48.9% 4.4% 0.0%

・保護者会があるのか、分からないです。

・なくていいです。

・あるのかもしれないが、今のところ参加したことがないで

す。

今年度は保護者のための座談会を開催しておりま

せんでした。今後は検討していきます。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体

制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・

説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか

64.4% 35.6% 0.0% 0.0%

・幸い、今のところ、苦情を申し出る機会がまだありません。

・苦情がないです。

・知らないです。

・苦情があるとは思わないです。

苦情やご要望に対し速やかで適切に対応できるよ

う、スタッフ間の情報共有や対応マニュアルの再確

認・再構築に取り組んでおります。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達

のための配慮がなされているか
95.6% 4.4% 0.0% 0.0%

・よくしてもらっています。

・授業の際やLINEなどで、連絡していただいています。

引き続き、レッスン後の振り返りの時間を大切に

し、お子様の状況や情報を共有できるよう努めま

す。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信しているか

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
・ホームページを時々拝見しております。

・LINEでこまめに配信してもらっています。

日々の活動内容や行事、その他お知らせはHPや

LINE、通信誌等にて発信しております。ご覧くださ

い。

14 個人情報に十分注意しているか 88.9% 11.1% 0.0% 0.0% ・問題ないです。
引き続き、個人情報の取り扱いには細心の注意を

払います。

15

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説

明されているか

60.0% 31.1% 8.9% 0.0%

・分からないです。

・緊急・防犯は分からないが、感染対策はしっかりされてい

ます。

各種マニュアルは壁に掛けてあるファイルがござい

ます。避難経路は入口ドアに掲示しております。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、

その他必要な訓練が行われているか
20.0% 75.6% 4.4% 0.0%

・訓練があるのか分からないです。

・今のところ、訓練に参加していません。

半年に1回避難訓練を行っていますが、その様子

が分かるよう事業所内掲示やHP等にてお知らせし

ております。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 97.8% 2.2% 0.0% 0.0%

・毎回楽しく通わせていただいております！

・とても楽しみにしている。通所により、苦手なことを経験して

自信に繋がっているので、とても嬉しいです。

引き続き、お子様方の課題やニーズを考慮しなが

ら充実した活動になるよう努めます。
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18 事業所の支援に満足しているか 93.3% 6.7% 0.0% 0.0%

・大変満足しています。学校の授業で行う苦手なスポーツを

しっかり指導していただき、とても助かっています。

・身体がぎこちなく、運動の苦手意識があったのですが、少し

ずつ成長しているのを実感しています。

・通常セッションに加えて、さまざまなサークル活動があり、

興味に合わせて選べることが嬉しいです。

日々の会話から皆様のご要望を受け取り、双方納

得のいく支援が提供できるよう努めます。

満

足

度

　◆この評価表は、保護者の皆様に「保護者向け支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。

　　　（※頂いたご意見は、文章を一部割愛し掲載させていただきました。ご了承ください。）




